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権利擁護セミナーの開催のようす

薩摩小学校における職員向け福祉教育研修について

　令和７年８月16日（土）、権利擁護セミナーを開催したところ、約60名の参加がありました。
　今回は、元NHK　Ｅテレ『バリバラ』でもご活躍された講師：玉木　幸則様をお招きし、「誰ひとり
取り残されないまちづくり」と題しまして、ご自身の生い立ちや経験から共生社会の在り方について、
笑いを交えながら、楽しいご講演をしていただきました。
　（アンケート結果より）参加者からは、「障がいがあるなしにかかわらず、みんなが自分の命、周り（他
者）の命を大切にすることが大切だと改めて感じました。」、「障がいという言葉の真の意味を理解でき
ました。」などのご感想をいただきました。

　令和７年８月１日（金）、薩摩小学校の教職員の方向けに鹿児島県社会福祉協議会　長寿社会推進
部・ボランティアセンターより福祉教育について研修が行われました。
　講義やアイマスクを使用した視覚障害を体験していただき、学校での福祉教育の必要性について考え
ていただく機会となりました。

※さつま町社会福祉協議会では、町内の小学校・中学校・高等
学校などで高齢者疑似体験や車いす体験・アイマスク体験な
ど福祉体験学習の支援を行っております。学校関係者の方は、
お気軽にご相談ください。
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福祉体験ボランティア学習の実施について
　夏休み期間中、中学生及び高校生を対象に町内の認定こども園・保育所や介護施設・障がい者支援施
設においてボランティア体験を実施しました。
　中学生13名、高校生15名の参加がありました。
　さつま町社会福祉協議会では、来年度も町内の学校（中学校・高等学校）を通じて、夏休み期間中に
福祉ボランティア体験学習を実施する予定ですので、ぜひご参加いただければと思います。

☆お礼☆
　体験の受け入れをしていただきました認定こども園・保育所や施設関係の皆様、
お忙しい中、誠にありがとうございました。
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　10月1日（水）から赤い羽根共同募金運動が始まりました。
　募金活動については、毎年、公民会や学校、会社（職場）などを通じて実施させていただいておりま
す。ご協力誠にありがとうございます。
　本年度もどうぞよろしくお願いいたします。

赤い羽根共同募金とは？
　共同募金は、戦後間もない昭和22年（1947）年に、市民が主体の民会運動として始まりました。
　当初、戦後復興の一助として、被災した福祉施設を中心に支援が行われ、その後、法律（現在の「社会福祉
法」）に基づき、地域福祉の推進のために活用されてきました。
　社会の変化の中、共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、さまざまな地域
福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援する、「じぶんの町を良くするしくみ。」として取り組まれています。

共同募金は10月１日から翌３月31日まで
　運動は、北海道から沖縄まで全国一斉に行われます。
　毎年１回、全国一斉に募金を行うため、厚生労働大臣の告示によって、募金期間が決められています。10
月から12月までは一般募金を、12月中は歳末たすけあい募金もあわせて行います。
　また、この期間以外でも、様々な寄付金を取り扱っています。

ご協力について

赤い羽根共同募金について
もっと知りたい方は、コチラからどうぞ！➡
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【車いすの貸出について】
　さつま町社会福祉協議会では、高齢者や障がいのある方が、
一時的に外出及び外泊される際に車いすが必要な場合、おおむ
ね１ヵ月間を目安に無料で貸し出しを行っております。
　お気軽にご相談ください。

さつま町社会福祉協議会
☎（0996）52-1123



この広報誌の発行には赤い羽根共同募金が使われています。

・事務局（宮之城ひわまり館）	 ☎（0996）52-1123　FAX（0996）52-1148
・福祉給食センター	 ☎（0996）52-1191
・訪問介護事業所、訪問入浴介護事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・障害者訪問介護事業所、障害者訪問入浴事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・障がい者基幹相談支援センター	 ☎（0996）24-5077　FAX（0996）52-4691
・権利擁護センター	 ☎（0996）52-1865
・さつまくらし・しごとサポートセンター	 ☎（0996）52-2443
・地域包括支援センター	 ☎（0996）52-4690　FAX（0996）52-4691
・老人福祉センターいぬまき荘	 ☎（0996）55-9055

社会福祉
法　　人

さつま町社会福祉協議会
さつま町ボランティアセンター

さつま町社協HP
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【心配ごと相談】

　　　※予約は必要ありません。

相談員：さつまくらし・しごと
　　　　サポートセンター職員

場　所：宮之城ひまわり館　相談室

日　時：毎週木曜日
　　　　午前１０時００分～１２時００分

【無料法律相談】
　　※事前に予約が必要です。
　　　☎：（０９９６）５２−１１２３

相談員：弁護士
場　所：宮之城ひまわり館　相談室
日　時：毎月　第３木曜日（原則）
　午後１時３０分　～　午後４時３０分
※１件が30分程度のご相談になります。
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高齢者ふれあい・いきいきサロン「船木五反田サロン」の紹介
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